
資
産
運
用
の
高
度
化
が

求
め
ら
れ
る
背
景

　

わ
が
国
に
は
１
７
０
８
兆
円
に
の

ぼ
る
家
計
金
融
資
産
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
51
・
７
％
が
現
預
金
で
（
２
０

１
５
年
３
月
末
、
日
銀
資
金
循
環
統

計
）、
諸
外
国
と
比
べ
て
金
融
資
産

が
現
預
金
に
偏
っ
て
い
ま
す
（
現
預

金
の
比
率
は
14
年
３
月
末
で
ア
メ
リ

カ
13
・
５
％
、
ド
イ
ツ
40
・
２
％
、

フ
ラ
ン
ス
28
・
０
％
）。
ま
た
、
年

金
積
立
管
理
運
用
機
構
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
）
の
資
産
構
成
は
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
改
革

の
推
進
に
よ
り
、
15
年
３
月
末
に
国

内
債
券
の
比
率
が
56
・
７
％
ま
で
減

り
ま
し
た
が
、
07
年
３
月
末
か
ら
14

年
３
月
末
ま
で
は
70
〜
90
％
で
推
移

し
て
い
ま
し
た
。

　

わ
が
国
は
長
年
デ
フ
レ
だ
っ
た
の

で
、
資
産
が
目
減
り
し
な
い
現
預
金

を
も
つ
こ
と
に
一
定
の
合
理
性
は
あ

る
も
の
の
、
成
長
分
野
へ
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
の
供
給
が
な
か
な
か
進
ま
ず
、

そ
の
た
め
に
経
済
が
活
性
化
せ
ず
に
、

さ
ら
に
デ
フ
レ
が
進
む
と
い
う
悪
循

環
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
も
と
、
こ
の
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ

レ
に
な
れ
ば
、
資
産
の
目
減
り
を
避

け
る
た
め
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
に
お
金

が
流
れ
、
成
長
分
野
へ
の
投
資
が
行

資
産
運
用
業
は
、
１
７
０
０
兆
円
の
個
人
金
融
資
産
を
有
効
に
活
用
し
て
国
民
の
資
産
形
成
を
図
る
と
と

も
に
、
成
長
マ
ネ
ー
の
供
給
を
通
じ
て
経
済
を
活
性
化
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
運
用

商
品
の
開
発
、
販
売
、
運
用
、
資
産
管
理
に
携
わ
る
各
金
融
機
関
が
、
そ
の
役
割
・
責
任
（
フ
ィ
デ
ュ
ー

シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
）
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
資
産
運
用
業
者
に
は
、①

投
資
家
の
利
益
の
優
先
・
利
益
相
反
行
為
の
禁
止
、
②
運
用
方
針
・
運
用
体
制
等
の
確
立
、
③
投
資
家
の

利
益
と
の
適
合
性
、
④
適
切
な
運
用
方
法
、
⑤
的
確
な
リ
ス
ク
管
理
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
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わ
れ
て
経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
好
循
環
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

眠
っ
て
い
る
豊
富
な
個
人
資
産
が

成
長
マ
ネ
ー
に
向
か
う
た
め
に
、
政

府
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
当
庁

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
施
策
を
い
く

つ
か
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
ス
チ
ュ
ワ

ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
、
機
関
投
資
家

が
資
金
の
最
終
的
な
出
し
手
で
あ
る

個
人
年
金
受
給
者
や
保
険
契
約
者
の

た
め
に
上
場
企
業
と
建
設
的
な
対
応

を
通
じ
て
企
業
の
持
続
的
成
長
を
促

す
た
め
の
諸
原
則
を
定
め
た
も
の
で

す
。
他
方
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
は
、
企
業
が
株
主
を

は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
立
場
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、

中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
を
図
る

べ
く
、
透
明
・
公
正
か
つ
迅
速
・
果

断
な
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
諸
原

則
を
定
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
二
つ

の
コ
ー
ド
は
い
わ
ば
「
車
の
両
輪
」

で
あ
り
、
両
者
が
適
切
に
あ
い
ま
っ

て
「
会
社
の
持
続
的
な
成
長
」
と

「
投
資
者
の
リ
タ
ー
ン
拡
大
」
と
い

う
好
循
環
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非

課
税
制
度
）
が
14
年
度
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
年
間
投
資
金
額
１
０
０
万

円
を
上
限
に
最
長
５
年
間
、
上
場
株

式
や
公
募
株
式
投
信
の
配
当
・
譲
渡

益
が
非
課
税
に
な
る
制
度
で
す
（
10

年
間
の
時
限
措
置
、
ロ
ー
ル
オ
ー
バ

ー
可
）。
15
年
３
月
末
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

口
座
数
は
８
７
９
万
１
７
４
１
口
座

で
、
14
年
12
月
か
ら
の
３
カ
月
間
で

54
万
口
座
増
え
ま
し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

口
座
を
通
じ
た
総
買
付
額
は
４
兆
４

１
１
０
億
円
で
、
こ
れ
も
３
カ
月
間

で
１
兆
４
３
４
０
億
円
伸
び
て
お
り
、

投
資
信
託
が
全
体
の
66
・
１
％
と
圧

倒
的
に
多
く
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い

ま
す
。
来
年
１
月
か
ら
は
ジ
ュ
ニ
ア

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
も
始
ま
り
ま
す
。
０
〜
19

歳
の
未
成
年
者
の
た
め
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

口
座
で
、
年
間
投
資
上
限
額
は
80
万

円
で
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
本
体
の
年
間
投

資
上
限
額
も
来
年
１
月
か
ら
１
２
０

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
夫
婦
２
人
・
子
ど
も
２
人

の
家
庭
で
は
、
１
人
１
２
０
万
円
×

５
年
×
２
人
＋
80
万
円
×
５
年
×
２

人
＝
２
０
０
０
万
円
の
非
課
税
枠
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
６
月
に
「
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
最
低
限
身
に

つ
け
た
ほ
う
が
い
い
金
融
リ
テ
ラ
シ

ー
を
項
目
別
に
整
理
し
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取

組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が

ら
資
本
市
場
の
活
性
化
は
い
ま
だ
道

半
ば
で
す
。
12
年
度
末
の
国
内
非
金

融
部
門
の
資
金
調
達
は
間
接
金
融
が

83
％
を
占
め
、
債
券
や
株
式
等
の
直

接
金
融
に
よ
る
資
金
調
達
は
16
・
７

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

金
融
仲
介
機
関
の
資
産
も
貸
出
が
圧

倒
的
に
多
く
、
株
式
・
出
資
金
・
投

資
信
託
受
益
証
券
等
は
わ
ず
か
５
％

で
（
14
年
12
月
末
）、
ア
メ
リ
カ

（
27
％
、
14
年
12
月
末
）
や
ユ
ー
ロ

圏
（
22
％
、
14
年
９
月
末
）
と
比
べ

て
差
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
年
金

生
活
者
も
多
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を

考
え
る
と
、
個
人
金
融
資
産
の
運
用

の
多
様
化
に
よ
る
利
回
り
の
改
善
は

切
実
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
成
長
マ

ネ
ー
が
企
業
へ
流
れ
て
経
済
が
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
資

産
運
用
ビ
ジ
ネ
ス
は
両
ニ
ー
ズ
を
結

ぶ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
高
度
化
は
わ

が
国
の
発
展
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

で
す
。

資
産
運
用
業
の
高
度
化
に

向
け
た
政
府
の
取
組
み

　

次
に
資
産
運
用
業
の
高
度
化
に
向

け
て
、
政
府
が
ど
の
よ
う
な
取
組
み

を
行
っ
て
き
た
か
を
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
日
本
証
券
業
協
会
の
自
主
規

制
規
則
と
し
て
、
投
資
信
託
に
お
け

る
ト
ー
タ
ル
リ
タ
ー
ン
の
通
知
制
度

を
定
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
14
年

12
月
）。
投
資
信
託
に
つ
い
て
は
分

配
金
の
多
寡
の
み
が
注
目
さ
れ
、
分

配
に
伴
う
元
本
の
変
動
が
見
落
と
さ

れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

投
資
家
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
と
分

配
金
を
分
け
て
ト
ー
タ
ル
リ
タ
ー
ン

を
示
す
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
金
融
商
品
取
引
業
者
等

向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
」
を
改

正
し
（
14
年
３
月
）、
販
売
員
の
業

務
上
の
評
価
が
販
売
手
数
料
等
の
収

入
面
に
偏
る
こ
と
な
く
、
預
り
資
産

の
増
加
な
ど
顧
客
基
盤
の
拡
大
を
適

正
に
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設

け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
投
資
信
託
の
有
価
証
券

届
出
書
や
目
論
見
書
の
投
資
リ
ス
ク
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欄
に
、
そ
の
フ
ァ
ン
ド
と
他
の
代
表

的
な
資
産
ク
ラ
ス
の
リ
ス
ク
を
適
切

に
比
較
で
き
る
よ
う
、
図
表
等
を
用

い
た
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
記
載
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
14
年
12
月

か
ら
）。

　

ま
た
、
内
閣
府
令
を
改
正
し
（
14

年
12
月
施
行
）、
投
資
信
託
の
併
合

を
促
進
す
る
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

併
合
に
よ
り
フ
ァ
ン
ド
の
規
模
を
大

き
く
し
て
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務

等
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
節
約
す
る
狙

い
が
あ
り
ま
す
。

資
産
運
用
業
を
巡
る 

現
状
と
問
題
点

　

昨
事
務
年
度
の
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
基
本
方
針
で
は
、
金
融
仲
介
機
能

の
発
揮
、
顧
客
の
成
長
・
発
展
、
安

定
的
な
収
益
確
保
の
好
循
環
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
九
つ
の
重

点
施
策
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
「
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
経
営
」

を
１
番
目
に
あ
げ
た
う
え
で
、
３
番

目
と
し
て
掲
げ
た
の
が
「
資
産
運
用

の
高
度
化
」
で
す
。
好
循
環
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
商
品
開
発
・

販
売
・
運
用
・
資
産
管
理
の
各
段
階

で
、
そ
れ
ら
を
担
う
金
融
機
関
が
役

割
・
責
任
（
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー

・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
）
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
金
融

機
関
の
経
営
姿
勢
、
提
供
さ
れ
て
い

る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
業
績
評
価
等

に
つ
い
て
検
証
し
ま
し
た
。
今
年
７

月
公
表
の
「
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
」
か
ら
、
い
く
つ
か
の
分
析

結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
主
要
国
の
投
資
信
託
の
残
高

を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
調
整
後
で
比
較
す
る
と
、

欧
米
諸
国
は
日
本
の
２
〜
６
倍
で
、

国
民
１
人
当
り
の
残
高
も
３
〜
11
倍

で
す
。
ま
た
、
投
資
信
託
保
有
率
を

日
米
で
比
較
す
る
と
、
日
本
の
１
割

に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
は
４
割
で
す
。

日
本
で
は
高
齢
者
の
保
有
率
が
高
く
、

ア
メ
リ
カ
は
確
定
拠
出
年
金
を
経
由

し
た
投
資
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
勤

労
世
帯
の
保
有
率
が
高
い
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
私
的
年
金

を
経
由
し
た
投
資
が
投
資
全
体
の
45

％
を
占
め
ま
す
が
、
日
本
で
確
定
拠

出
年
金
を
経
由
し
た
投
資
は
４
％
に

と
ど
ま
り
ま
す
。
以
上
か
ら
、
日
本

の
投
資
信
託
市
場
は
投
資
家
の
裾
野

を
勤
労
世
帯
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
長
す
る
余
地
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
投
資
信
託
の
数
や
残
高
、
１

本
当
り
の
残
高
平
均
を
日
米
で
比
較

す
る
と
（
15
年
３

月
末
）、
日
本
の

フ
ァ
ン
ド
数
は
５

５
０
０
本
と
ア
メ

リ
カ
８
０
０
０
本

の
７
割
に
達
し
て

い
ま
す
が
、
残
高

は
97
兆
円
と
ア
メ

リ
カ
１
９
４
０
兆

円
の
５
％
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
結
果
と

し
て
、
１
本
当
り

の
残
高
平
均
は
１

７
５
億
円
と
ア
メ

リ
カ
２
４
２
９
億

円
の
７
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
用
期
間

が
１
年
超
の
フ
ァ

ン
ド
に
つ
い
て
純

資
産
額
の
分
布
状

況
を
調
べ
る
と
、

日
本
で
は
純
資
産

額
が
１
０
０
億
円

を
超
え
る
投
資
信

託
は
本
数
ベ
ー
ス

で
２
割
に
す
ぎ
ず
、

少
額
の
フ
ァ
ン
ド

が
多
数
存
在
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
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〔図表１〕  日米の販売手数料率推移 

（注） 　対象投資信託は、公募株式投資信託（ＥＴＦ等は除く）。
（出所） 　ＱＵＩＣＫ

（出所） 　米国投資信託協会（Investment Company Institute）
年/月
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ま
す
。

　

そ
こ
で
、
11
年
に
新
し
く
設
定
さ

れ
た
投
資
信
託
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
残
高
推
移
を
み
る
と
、
７
割
の
投

資
信
託
は
ピ
ー
ク
時
に
お
い
て
も
１

０
０
億
円
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ピ
ー
ク
時
に
１
０
０
億
円
を
超

え
た
投
資
信
託
１
４
５
本
の
う
ち
７

割
は
15
年
３
月
ま
で
に
残
高
が
半
減

し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
過

半
が
1
年
半
以
内
に
半
減
し
て
い
ま

す
。
投
資
信
託
の
分
配
頻
度
別
の
比

率
を
み
る
と
、
毎
月
分
配
型
の
投
資

信
託
が
７
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
資
産
運
用
残
高
の
伸
び
を
抑

え
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
残
高
が
増
え
て

い
か
な
け
れ
ば
運
用
コ
ス
ト
が
下
が

り
ま
せ
ん
し
、
管
理
す
る
投
資
信
託

の
数
が
多
く
な
る
と
運
用
者
の
目
が

行
き
届
か
な
く
な
る
と
い
う
問
題
も

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
の
販
売
手
数
料
は
最

近
の
商
品
の
複
雑
化
を
背
景
と
し
て
、

年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
表

１
）。
日
本
の
売
れ
筋
の
投
資
信
託

は
、
海
外
の
リ
ー
ト
や
新
興
国
の
株

式
・
債
券
と
い
っ
た
リ
ス
ク
の
比
較

的
高
い
有
価
証
券
を
投
資
対
象
と
す

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
毎
月
分

配
型
が
多
く
、
販
売
手
数
料
は
す
べ

て
３
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
の
投
資
信
託
の
保
有
期
間

の
短
縮
化
傾
向
は
や
や
弱
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
２
年
程
度
の

短
い
期
間
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
販
売
手
数

料
は
日
本
よ
り
も
低
く
、
年
々
低
下

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
販
売
手

数
料
の
か
か
ら
な
い
確
定
拠
出
年
金

勘
定
経
由
の
購
入
が
増
え
て
お
り
、

資
産
運
用
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ベ
ー
ス
か
ら
預
り
資

産
に
対
す
る
報
酬
、
つ
ま
り
「
フ
ィ

ー
ベ
ー
ス
」
に
転
換
し
て
い
る
こ
と

が
背
景
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

投
資
家
の
保
有
銘

柄
数
に
つ
い
て
、
検

証
を
行
っ
た
銀
行
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
と
、
１
銘
柄

の
み
の
投
資
家
が
過

半
で
し
た
。
ま
た
、

12
年
に
日
本
証
券
業

協
会
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、

１
銘
柄
の
投
資
家
が

約
半
分
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
売
れ
筋
商

品
の
上
位
に
リ
ス
ク
の
比
較
的
高
い

商
品
が
並
ぶ
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、

分
散
投
資
を
推
奨
す
る
よ
う
な
取
組

み
が
必
ず
し
も
十
分
に
浸
透
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
当
庁
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
資
産
運
用
業

者
の
多
く
は
販
売
会
社
の
系
列
会
社

と
し
て
設
立
さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
、

社
長
、
取
締
役
、
監
査
役
の
８
割
が

系
列
の
販
売
会
社
の
出
身
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
表
２
）。
独
立
社
外
取

締
役
を
採
用
し
て
い
る
の
は
２
社
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
系
列
の
販
売
会

社
出
身
だ
か
ら
一
概
に
悪
い
と
い
う

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
投
資
運

用
業
者
と
し
て
あ
く
ま
で
顧
客
オ
リ

エ
ン
テ
ッ
ド
、
顧
客
優
先
の
運
営
が

で
き
る
か
、
投
資
運
用
の
プ
ロ
を
育

成
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
系
列
の
販
売
会
社
を
も
つ
資
産

運
用
会
社
の
過
半
数
、
13
社
中
８
社

に
お
い
て
系
列
販
売
会
社
経
由
で
販

売
さ
れ
た
投
資
信
託
の
比
率
が
５
割

を
超
え
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。
系

列
の
販
売
会
社
と
の
結
び
つ
き
が
あ

れ
ば
こ
そ
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
機
動
的
に
商
品
を
提
供
で
き
る
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〔図表３〕 系列の販売会社経由で販売された 
	 投資信託の割合（残高ベース） 

（注） 　2014年９月末時点。対象は日系の投資運用業者13社。

30％以下
２社

30 ～ 50％
３社

50 ～ 70％
５社

70％以上
３社

〔図表２〕 社長・取締役・監査役の販社出身者割合 

（注） 　対象は日系の投資運用業者14社。
（出所） 　金融庁（図表３も同じ）

その他
15％

グループ外
販社出身
２％

系列販社出身
83％



と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
仕
組

み
が
複
雑
で
高
い
販
売
手
数
料
を
得

ら
れ
る
商
品
が
多
数
提
供
さ
れ
て
い

る
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
当
に
顧

客
の
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
て
い
る
の
か
、

系
列
の
販
売
会
社
の
ニ
ー
ズ
に
重
き

を
お
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
見
方
も
で
き
ま
す
。

資
産
運
用
業
の
活
性
化
に

向
け
た
課
題

　

以
上
述
べ
た
現
状
、
問
題
点
を
ふ

ま
え
、
い
か
に
し
て
国
民
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
資
産
運
用
業
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

課
題
を
整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

第
一
は
、
経
営
の
独
立
性
確
保
で

す
。
系
列
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

幅
広
く
資
産
運
用
業
に
精
通
し
た
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
を
経
営
陣

に
登
用
す
る
こ
と
、
社
外
の
独
立
取

締
役
の
選
任
な
ど
に
よ
り
牽
制
機
能

を
強
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
当
然

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
商
品

開
発
に
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
二
は
、
運
用
効
率
の
向
上
に
向

け
た
取
組
み
で
す
。
コ
ア
と
な
る
大

型
の
長
寿
フ
ァ
ン
ド
を
戦
略
的
に
育

て
る
こ
と
に
よ
り
、
運
用
効
率
を
高

め
、
販
売
会
社
や
顧
客
の
負
担
軽
減

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

第
三
は
、
運
用
の
専
門
人
材
の
確

保
で
す
。
採
用
方
法
、
業
績
評
価
、

報
酬
体
系
な
ど
に
改
善
の
余
地
が
な

い
か
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
若
手
育
成
の
た
め
に
は
運
用
機

会
の
創
出
も
有
益
で
し
ょ
う
。
仮
想

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
さ
せ
て
運

用
の
腕
を
磨
か
せ
る
、
運
用
者
の
採

用
は
運
用
部
門
が
中
心
と
な
っ
て
行

う
、
３
〜
５
年
の
中
長
期
で
運
用
の

実
績
を
評
価
す
る
な
ど
の
取
組
み
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

第
四
に
、
個
別
の
商
品
販
売
中
心

の
営
業
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
顧
客
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
属
性
に
応
じ
た
運

用
を
提
案
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

営
業
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

第
五
は
、
信
託
報
酬
を
含
め
た
手

数
料
全
体
の
検
討
で
す
。
販
売
手
数

料
が
真
に
販
売
時
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
に
見
合
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

か
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
の
非
対
称

性
を
ふ
ま
え
、
本
当
に
顧
客
の
資
産

形
成
に
資
す
る
商
品
を
提
供
し
て
、

適
切
な
説
明
・
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー
・ 

デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
実
践

　

前
述
し
た
よ
う
に
昨
事
務
年
度
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
基
本
方
針
に
は
、

「
商
品
開
発
、
販
売
、
運
用
、
資
産

管
理
に
携
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機

関
が
そ
の
役
割
・
責
任
（
フ
ィ
デ
ュ

ー
シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
）
を

果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
６

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
『
日
本
再
興

戦
略
改
訂
２
０
１
５
』、
同
じ
く
金

融
庁
と
財
務
省
が
共
同
で
運
営
し
て

い
る
「
金
融
・
資
本
市
場
活
性
化
有

識
者
会
合
」
か
ら
本
年
6
月
に
出
さ

れ
た
意
見
書
に
も
同
趣
旨
の
記
述
が

あ
り
ま
す
。
で
は
、
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ

ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
信
託
法
で
使

わ
れ
て
い
た
言
葉
で
、「
信
認
義

務
」
と
翻
訳
さ
れ
ま
す
が
、
わ
か
っ

た
よ
う
で
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
う

な
言
葉
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
職
業
技
能
省
の
依
頼
を

受
け
て
、
ケ
イ
教
授
が
イ
ギ
リ
ス
の

株
式
市
場
の
投
資
と
上
場
企
業
の
長

期
的
な
業
績
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り

方
に
つ
い
て
レ
ビ
ュ
ー
し
た
レ
ポ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
が
（
ケ
イ
・
レ
ビ
ュ

ー
）、
そ
こ
で
は
11
の
資
産
運
用
者

の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の
金
融

商
品
市
場
指
令
（M

iF
ID

 II

）
に

お
い
て
は
、「
金
融
商
品
を
組
成
す

る
段
階
で
の
適
合
性
の
原
則
」
を
掲

げ
、
適
合
性
の
定
期
的
な
評
価
と
顧

客
に
対
す
る
適
合
性
報
告
書
の
交
付

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

当
庁
の
検
査
・
監
督
部
局
で
行
っ
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
顧
客

の
信
認
を
高
め
る
た
め
に
フ
ィ
デ
ュ

ー
シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
に
基

づ
い
た
行
為
規
範
の
具
体
化
を
模
索

し
て
い
る
資
産
運
用
業
者
の
動
き
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
点
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
ま
っ
た
く
の
個

人
的
な
見
解
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私

な
り
に
整
理
す
る
と
、
次
の
五
つ
が

フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
デ
ュ
ー
テ

ィ
ー
の
内
容
の
重
要
な
部
分
を
構
成

し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

第
一
は
、
投
資
家
の
利
益
の
優
先
、

利
益
相
反
行
為
の
禁
止
で
す
。
自
社

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
会
社
、
取
引
先
そ

の
他
第
三
者
の
利
益
は
優
先
し
な
い

金融財政事情2015． 9．21 72



と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

グ
ル
ー
プ
会
社
か
ら
の
独
立
性
の
確

保
、
実
効
性
の
あ
る
独
立
社
外
取
締

役
の
設
置
、
利
益
相
反
行
為
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
社
内
体
制
整
備
、

役
職
員
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・
報
酬

体
系
の
整
備
、
投
資
家
に
対
す
る
情

報
開
示
・
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

第
二
は
、
自
己
の
運
用
方
針
や
運

用
に
対
す
る
考
え
方
を
明
確
に
し
て
、

そ
れ
に
応
じ
た
運
用
体
制
や
運
用
能

力
を
構
築
・
保
持
す
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
投
資
家
に
明
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
投
資
家
も
そ
れ
が
自
分
の

運
用
目
的
に
合
致
し
て
い
る
か
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
投

資
家
の
利
益
を
第
一
に
運
用
を
行

う
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
だ
け

で
は
、
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

質
的
に
投
資
家
の
利
益
に
適
合
す
る

運
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
優
秀
な
運
用
ス
タ
ッ
フ

を
集
め
、
適
切
な
人
事
評
価
等
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
運
用
能
力
の
維

持
・
向
上
の
た
め
に
、
他
の
運
用
業

者
と
の
情
報
共
有
や
研
修
会
を
行
う

こ
と
も
有
益
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア

メ
リ
カ
で
は
学
識
者
等
を
交
え
た
研

究
会
を
実
施
し
、
運
用
能
力
の
維
持

・
向
上
・
研
鑽
を
図
る
例
も
あ
る
よ

う
で
す
。

　

第
三
は
、
投
資
家
の
利
益
と
の
適

合
性
で
す
。
運
用
業
者
は
投
資
家
の

属
性
、
運
用
目
的
、
資
産
・
負
債
状

況
、
リ
ス
ク
許
容
度
、
運
用
期
間
な

ど
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
本
当
に
投
資

家
の
利
益
に
適
合
す
る
よ
う
な
運
用

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
投

資
一
任
運
用
や
年
金
信
託
の
よ
う
に

資
産
運
用
業
者
が
投
資
家
と
相
対
す

る
場
合
に
は
個
別
の
投
資
家
ご
と
に

そ
の
属
性
や
運
用
目
的
等
を
把
握
し

て
運
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

投
資
信
託
の
よ
う
に
資
産
運
用
業
者

が
直
接
投
資
家
と
相
対
し
な
い
場
合

に
は
、
資
産
運
用
業
者
側
で
自
分
の

運
用
と
適
合
す
る
投
資
家
の
属
性
や

運
用
目
的
等
を
具
体
的
に
想
定
し
、

そ
れ
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
し
、
投
資

家
の
利
益
に
適
合
し
た
運
用
と
な
る

よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
先

ほ
ど
の
Ｅ
Ｕ
の
金
融
商
品
市
場
指
令

の
規
定
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
趣

旨
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

第
四
に
、
投
資
家
の
利
益
の
最
大

化
を
追
求
す
る
観
点
か
ら
適
切
な
運

用
方
法
に
よ
り
運
用
を
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。「
投
資
家
の
利
益

の
最
大
化
の
追
求
」
と
は
、
リ
タ
ー

ン
の
最
も
高
い
運
用
を
行
う
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
・

リ
タ
ー
ン
の
制
約
等
に
鑑
み
て
、
投

資
家
の
運
用
目
的
に
最
も
適
合
し
た

方
法
に
よ
っ
て
運
用
す
る
と
い
う
意

味
で
す
。
た
と
え
ば
、
投
資
家
が
中

長
期
的
な
資
産
形
成
を
目
的
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
多
様
な
ア
セ
ッ
ト
ク

ラ
ス
に
分
散
投
資
す
る
な
ど
、
運
用

資
産
全
体
の
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
の

関
係
等
に
配
慮
し
た
合
理
的
な
方
法

に
よ
っ
て
投
資
家
の
利
益
の
最
大
化

を
追
求
す
る
運
用
が
求
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　

第
五
は
、
適
切
な
リ
ス
ク
管
理
で

す
。
資
産
運
用
業
者
は
、
運
用
財
産

の
状
況
や
投
資
家
の
資
産
状
況
等
を

十
分
に
把
握
し
た
う
え
で
、
適
切
に

リ
ス
ク
管
理
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
運
用
し
て
い
る
資
産
で
、

ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
か
を
十
分
に
精
査
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
運
用
業

者
に
運
用
権
限
を
委
託
、
あ
る
い
は

他
の
運
用
業
者
が
運
用
す
る
商
品
に

投
資
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
運
用
先

に
か
か
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
自
己

の
運
用
と
同
様
な
リ
ス
ク
管
理
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
フ
ィ
デ
ュ
ー
シ
ャ
リ
ー

・
デ
ュ
ー
テ
ィ
ー
の
実
践
に
よ
っ
て
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
利
益
に
適
し
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
国
民

に
信
頼
さ
れ
る
資
産
運
用
業
者
と
し

て
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

お
の
　
ひ
さ
し

83
年
東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科

卒
、
大
蔵
省
入
省
。
03
年
金
融
庁
検

査
局
総
務
課
調
査
室
長
、
04
年
監
督

局
保
険
課
長
、
06
年
財
務
省
国
際
局

地
域
協
力
課
長
、
08
年
金
融
庁
総
務

企
画
局
信
用
制
度
参
事
官
、
10
年
総

務
企
画
局
企
画
課
長
兼
金
融
ト
ラ
ブ

ル
解
決
制
度
推
進
室
長
、
11
年
総
務

企
画
局
参
事
官
（
信
用
制
度
・
保
険

制
度
担
当
）、
12
年
監
督
局
参
事
官
、

13
年
復
興
庁
審
議
官
、
内
閣
府
本
府

地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
担
当
室

長
を
兼
任
、
14
年
総
務
企
画
局
審
議

官
（
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
担

当
室
長
を
併
任
）、
15
年
総
括
審
議

官
（
証
券
市
場
行
政
総
括
官
、
総
務

企
画
局
ア
ジ
ア
金
融
連
携
セ
ン
タ
ー

長
代
行
を
併
任
）。
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